
10月の実施イベント
1日「行田在来枝豆解禁まつり」 15日「3周年記念イベント」

来場者  三輪さんご夫妻出店者  よこたファームの横田さんご家族
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日「行田在来枝豆解禁まつり」

くみまちマルシェも開催中!

SNSで情報発信

出店者を募集しています

Instagram はじめました

行田市 ×

　くみまちマルシェとは、地元野菜や傷・形が不ぞろいで市場
に流通できない「規格外野菜」の個包装を最小限にして販売
し、フードロス問題、環境問題に貢献する取り組みです。
　本市と株式会社カインズが連携し、「地域の生産者を応援し
たい」、「地域の農産物を地域で循環するしくみをつくりたい」と
いう思いから、市内の農家が収穫したばかりの旬の食材を取
りそろえています。

　市では、一緒にマルシェを盛り上げてくださる出店者を募集しています。
農業や飲食店の事業を営む方、ハンドメイド作家の方などのご参加をお待
ちしています。
　出店を希望される方は、行田はちまんマルシェ実行委員会事務局（農政課
内）までお問い合わせください。 　横田尚子さんは親子３世代で協力し、マルシェに出店してい

ます。父の尚彦さんと尚子さんで農作物の収穫と袋詰めを行
い、販売は尚子さんと二男の小次郎さんが行っています。野菜
を中心に販売していますが、尚子さんは昨年食品衛生責任者の
資格を取得し、今後は汁物の販売も考えているそうです。10月
は、かぼちゃのポタージュを用意したり野菜をハロウィーン風に
装飾したりして、ハロウィーンイベントを盛り上げたいと意気込
んでいました。

　三輪さんご夫妻は開催当初からほぼ毎回来場しています。
　マルシェを知ったきっかけは新型コロナウイルス感染症拡
大により旅行や遠出の機会が減少し、偶然マルシェに立ち
寄ったからとのこと。「新鮮な野菜を求めて訪れていますが、
キッチンカーでの飲食も楽しみの一つです。季節に応じて商
品のラインナップが変わるのがマルシェの魅力です」と語っ
てくれました。

行田在来枝豆の出荷開始に伴い、枝付
きの枝豆を数量限定で販売する他、規
格外品のつかみどりも実施します。

10月中「フォロー＆＃キャンペーン」
マルシェの公式インスタグラムを新たにフォローした人にお買
い物券をプレゼント。さらに「＃行田はちまんマルシェ」とハッ
シュタグを付けて投稿した人の中から抽選で5人に2,000円
分のお買い物券をプレゼントします。

お菓子や出店者の商品が当たる抽選会を開催
します。（各店舗で買い物すると配布される抽選
券が2枚必要です）

29日「ハロウィーンイベント」
ハロウィーンに合わせてお菓子の配布や各出
店者によるさまざまなイベントを実施します。

　昨年12月に行田はちまんマルシェの公式イ
ンスタグラムを開設しました。出店者の情報や
イベントのお知らせ、当日のマルシェの様子な
どを投稿していますので、ぜひ「フォロー」と「い
いね」をお願いします。

　市公式フェイスブックとX（旧：Twitter）では、毎週土曜日に
翌日に行われるマルシェの出店情報やイベント内容などを配
信しています。
　また、市ホームページでも当月の出店スケジュールカレン
ダーを掲載していますので、お出掛け前にぜひチェックしてく
ださい。

▶日　時　毎月第1土曜日午前9時30分～午後4時
▶場　所　カインズ行田店（持田780） 開催情報などは

こちらから

▶問い合わせ　行田はちまんマルシェ実行委員会事務局（農政課内・内線388）

来場者や出店者の増加を目的に
リノベーションプロジェクトを実施します

①マルシェの学校
　「農業で街を変える」をコンセプトにアドバイザーを呼び、これからのマルシェや農業復興
についてのワークショップを開催します。参加者の募集については行田はちまんマルシェ公
式インスタグラムでお知らせします。

②特産品のブランド化、行田ならではの新商品の開発
　幻の枝豆と呼ばれている行田在来の枝豆は1年間で20日間しか収穫されません。しか
し、加工品などへの活用が進まない他、規格外品の多くが廃棄処分となっています。これを
改善するために、出店者や専門家を交え、新商品を開発します。
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店者によるさまざまなイベントを実施します。

出店スケジュールは
こちらから


